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地形編／河川・海

28

ち け い へ ん か せ ん うみ

Ver.1



北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」
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常呂川

後志利別川
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北海道の河川
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ほっかいどう かせん

いしかりがわ

てしおがわ

ところがわ

くしろがわ

とかちがわ

しりべつがわ

しりべしとしべつがわ

むかわ
さるがわ

るもいがわ

しょこつがわ

ゆうべつがわ

あばしりがわ

北海道の三⼤河川
ほっかいどう さんだいかせん

北海道を代表する３つの河川を知っていますか？それは
⽯狩⼭地を⽔源とする⽯狩川、⼗勝川と、北⾒⼭地を⽔源
とする天塩川です。流路延⻑（河川の⻑さ）も、流域⾯積
（河川の広さ）も全国でも上位に⼊る⼤きな河川です。⽯
狩川は⽯狩平野、⼗勝川は⼗勝平野、天塩川は天塩平野と
いう⼤きな平野を流れ、海に注がれていきます。⼤きな河
川の河⼝は、港だったり、⼈⼯
構築物に覆われたりしている場
所が多くありますが、北海道の
三⼤河川は全て砂州（砂や砂利
が堆積してできた地形）がのび
る⾃然の河⼝が残っています。

ほっかいどう だいひょう かせん し

いしかりさんち すいげん いしかりがわ とかちがわ きたみさんち すいげん

てしおがわ

じょうい はい おお かせん

かせん なが りゅういきめんせきりゅうろえんちょう

かせん ひろ ぜんこく いし

かりがわ いしかりへいや とかちがわ とかちへいや てしおがわ てしおへいや

おお へいや なが うみ そそ おお か

せん かこう みなと じんこう

こうちくぶつ おお ば

しょ おお ほっかいどう

さんだいかせん すべ さす すな じゃり

たいせき ちけい

しぜん かこう のこ

三⼤河川は、すべて⼤き
な平野を流れています。川
と平野には、何か関係があ
るのかな？

関連づける

砂場で⽔を
流すと…

かんれん

さんだいかせん おお

へいや なが かわ

へいや なに かんけい

すなば みず

なが



そううんきょう だい

北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」

北海道の大動脈 石狩川

石狩川は、大雪山系の石狩岳にその源を発し、層雲峡に代

表される渓谷を流下して上川盆地に至り、道北の中心都市旭

川で忠別川、美瑛川などの支川を合わせ、石狩平野に入りま

す。石狩平野に入ると、雨竜川、空知川、夕張川などの支川

を集め、最後に札幌市の中心を流れる豊平川を合わせ、石狩

湾で日本海に注ぐ、流路延長２６８km（信濃川、利根川に次

いで全国３位）、流域面積１４３３０㎢（利根川に次いで全

国２位）の一級河川です。石狩川流域は、２００万人都市札

幌市、旭川市をはじめ多くの市町村からなり、北海道の社会、

経済、文化の基盤をなしています。

石狩川

札幌市を流れる豊平川

石狩川

１９６５年に施行された河川法によって、国土保全上または

国民経済上、特に重要な水系で政令で指定されたものを一級水

系と呼んでいます。一級水系のうち、河川法による管理を行う必

要があり、国土交通大臣が指定した河川を一級河川といいます。

［一級河川］
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ほっかいどう だいどうみゃく いしかりがわ

いしかりがわ たいせつざんけい いしかりだけ みなもと ほっ

ひょう けいこく りゅうか かみかわぼんち いた どうほく ちゅうしんとし あさひ

かわ ちゅうべつがわ びえいがわ しせん あ いしかりへいや はい

いしかりへいや はい うりゅうがわ そらちがわ ゆうばりがわ しせん

あつ さいご さっぽろし ちゅうしん なが とよひらがわ あ いしかり

わん にほんかい そそ りゅうろえんちょう しなのがわ とねがわ つ

ぜんこく い りゅうろめんせき とねがわ つ ぜん

こく い いっきゅうかせん いしかりがわりゅういき まんにん とし さっ

ぽろし あさひかわし しちょうそん ほっかいどう しゃかい

けいざい ぶんか きばん

いっきゅうかせん

ねん しこう かせんほう こくどほぜんじょう

こくみんけいざいじょう とく じゅうよう すいけい せいれい してい いっきゅうすい

けい よ いっきゅうすいけい かせんほう かんり おこ ひつ

よう こくどこうつうだいじん してい かせん いっきゅうかせん

（いしかりがわ）

さっぽろし なが とよひらがわ

いしかりがわ

出典：国土交通省ＨＰ



北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」

繰り返される⼤洪⽔を乗り越えて

⽯狩川の捷⽔路
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く かえ だいこうずい の こ

いしかりがわ しょうすいろ

河川の蛇⾏部をショートカットし直線化する⽔路。川の曲が
りくねった部分を、まっすぐな⼈⼯の⽔路でつなぐんだ。つま
り、⾃然の川の形を⼈間が変えるってことだね。

［捷⽔路］
かせん だこうぶ ちょくせんか すいろ かわ ま

ぶぶん じんこう すいろ

しょうすいろ

しぜん かわ かたち にんげん か

出典：国⼟交通省ＨＰ

北海道最⼤の⼤河である⽯狩川は、その名の由来イ・シカラ・
ペツ（アイヌ語で⾮常に曲がりくねった川の意）にある通り、縦
横に蛇⾏し、流域の中下流部に広がる⽯狩平野では、何度も氾濫
を繰り返し、洪⽔を起こしていました。明治３１年に発⽣した⼤
洪⽔では、８.２mという⽔位を記録し、多くの⼈が家や畑を失い
ました。この洪⽔をきっかけに、⽯狩川の治⽔事業が始まりまし
た。治⽔⼯事には、蛇⾏部を直線化するショートカット⼯法が⽤
いられました。この⼯事は、半世紀の間に２９箇所⾏われ、約６
０kmもの河川延⻑が短縮されました。ショートカット⼯法によ
り、流下能⼒が⾼まって洪⽔は抑えられ、⽔位が低下したことに
より、⼟地の開発が進みました。

ほっかいどうさいだい たいが いしかりがわ な ゆらい

ご ひじょう ま かわ い とお じゅう

だこう りゅういき ちゅうかりゅうぶ ひろ いしかりへいや なんど はんらん

く かえ こうずい お めいじ ねん はっせい

こうずい すいい きろく おお ひと いえ はたけ うしな

こうずい いしかりがわ ちすいじぎょう はじ

ちすいこうじ だこうぶ ちょくせんか こうほう もち

こうじ はん せいき あいだ かしょ おこな やく

かせんえんちょう たんしゅく こうほう

りゅうかのうりょく たか こうずい おさ すいい ていか

とち かいはつ すす

おう

だい



北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」

多様な⽣命を育む釧路川

釧路湿原を流れる釧路川

釧路川

屈斜路湖
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たよう せいめい はぐく くしろがわ
（くしろがわ）

くっしゃろこ

くしろしつげん なが くしろがわ

出典：国⼟交通省ＨＰ

河川の流⽔を制御するために、河川を横
断して設けられるダム以外の施設であって、
堤防の機能を有しないものを堰と⾔います。

［堰（せき）］
かせん りゅうすい せいぎょ かせん おう

だん もう いがい しせつ

ていぼう きのう ゆう せき い

出典：国⼟交通省ＨＰ

釧路川は、屈斜路湖を⽔源に、釧路地⽅を南下し、釧路湿原を
通って太平洋へ注ぐ⼀級河川です。流路延⻑は１５４km、流域
⾯積は２５１０㎢で、⼈⼯的なダムや堰（せき）が存在しないと
いう⽇本では数少ない河川です。釧路川流域には、釧路市、釧路
町、標茶町、弟⼦屈町、鶴居村の５つの市町村があり、約１９万
⼈が住んでいます。釧路川は、源流域が阿寒摩周の⼭々、中流域
が丘陵地、下流域が湿地帯と変化に富んだ⾃然環境となっており、
さまざまな動植物が⽣息しています。また、中下流域
には、⽇本最⼤の湿原である釧路湿原が広がっており、
特別天然記念物のタンチョウをはじめとする野⽣⽣物
の⽣息地となっています。

くしろがわ くっしゃろこ すいげん くしろちほう なんか くしろしつげん

とお たいへいよう そそ いっきゅうかせん りゅうろえんちょう

めんせき じんこうてき そんざい

にほん かずすく かせん くしろがわりゅういき くしろし くしろ

しべちゃちょう てしかがちょう つるいむら しちょうそん やく まん

す くしろがわ げんりゅういき あかんましゅう やまやま ちゅうりゅういき

きゅうりょうち かりゅういき しっちたい へんか と しぜんかんきょう

どうしょくぶつ せいそく りゅういき

にほんさいだい しつげん くしろ しつげん ひろ

とくべつてんねんきねんぶつ やせいせいぶつ

せいそくち

りゅういき

ちょう

にん

ちゅうか

出典：国⼟交通省ＨＰ



北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」

川の形が変わっている！？どうして？

旧川復元前の直線化された釧路川（茅沼地区）

旧川復元後の釧路川（茅沼地区）
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かわ かたち か

釧路川は、洪⽔氾濫を防ぎ、地下⽔の⽔位を下げて⼟地利⽤
を可能にするため、⼤正１０年から昭和５６年にかけて直線化

が⾏われてきました。しかし、直線化したことで川の勢いが増
し、本来、蛇⾏部に置いてくるはずだった⼟砂をラムサール条約
で守られている釧路湿原中⼼部まで運び、⼟砂を堆積させて湿原
の乾燥化を進めてしまいました。 そこで、湿原本来の姿を取り
戻すために、２００７年〜２０１１年に、約９億円をかけて蛇
⾏する川に戻す旧川復元に取り組みました。蛇⾏に戻したこと
で、⿂類は、種類・数とも増加し、湿原植⽣も蘇りました。

くしろがわ こうずいはんらん ふせ ちかすい すいい さ とちりよう

かのう たいしょう ねん しょうわ ねん ちょくせんか

おこ ちょくせんか かわ いきお ま

ほんらい だこうぶ お どしゃ じょうやく

まも くしろしつげん ちゅうしんぶ はこ どしゃ たいせき しつげん

かんそうか すす しつげんほんらい すがた と

もど ねん ねん やく おくえん だ

こう かわ もど きゅうせんふくげん と く もどだこう

ぎょるい しゅるい かず ぞうか しつげんしょくせい よみがえ

１９７１年イランのラムサール
という都市で開催された国際会議
で採択されました。湿地の保全・
再⽣とワイズユース（賢明な利
⽤）、交流、学習（CEPA）を⽬
的とした条約です。

［ラムサール条約」
じょうやく

ねん

とし かいさい こくさいかいぎ

さいたく しっち ほぜん

さいせい けんめい り

よう こうりゅう がくしゅう もく

てき じょうやく

⼟地の開発と⾃然環境の保
全について、これからどうし
ていくとよいか⾃分たちの⽣
活とつなげて考えてみよう。

推論する
と ち かいはつ しぜんかんきょう ほ

ぜん

じぶん せい

かつ かん

すいろん

きゅうせんふくげんご くしろがわ かやぬまちく

きゅうせんふくげんまえ ちょくせんか くしろがわ かやぬまちく

出典：国⼟交通省ＨＰ

例えば〜
たと



札内川 ケショウヤナギ

北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」

美しい⾃然を育み、⼼やすらぐ⼗勝を⽀える⼗勝川

⼗勝川

⼗勝川
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うつ しぜん はぐく こころ とかち ささ とかちがわ

清流とは、清らかな⽔の流れを意味し、⽔質が良く、汚染
が少ない川のことを⾔います。毎年、国⼟交通省が⽇本の⼀
級河川の⽔質を調査し、⽔質が最も良好だった河川を清流⽇
本⼀として発表します。

［清流］
せいりゅう きよ みず なが いみ すいしつ よ おせん

せいりゅう

すく かわ い まいとし こくどこうつうしょう にほん いっ

きゅう かせん すいしつ ちょうさ すいしつ もっと りょうこう かせん せいりゅう に

ほんいち はっぴょう

（とかちがわ）

さつないがわ

とかちがわ

出典：国⼟交通省ＨＰ

⼗勝川は、北海道の屋根と呼ばれる⼤雪連峰⼗勝岳を源に、
⾳更川、札内川、斜⾥川など多くの⽀流と合流しながら広⼤な
⼗勝平野を南下し、太平洋へ注ぐ、流路延⻑１５６km、流域
⾯積は９０１０㎢（全国６位）の⽇本有数の⼤河です。上流部
や⽀川の札内川には、全国的にも珍しいケショウヤナギが群⽣
し、特に札内川は、清流⽇本⼀に８度も輝くなど、豊かな⾃然
環境が形成され、地域の憩いの場となっています。また、河川
内では、カヌーなどのアウトドアスポーツ、いかだ下りなどの
イベントも開催され、レクリエーション空間としても多くの⼈
が利⽤しています。

とかちがわ ほっかいどう やね よ たいせつれんぽう とかちだけ みなもと

おとふけがわ さつないがわ しゃりがわ おお しりゅう ごうりゅう こうだい

とかちへいや なんか たいへいよう そそ りゅうろえんちょう りゅういき

めんせき ぜんこく い にほんゆうすう たいが じょうりゅうぶ

しせん さつないがわ ぜんこくてき めずら ぐんせい

とく さつないがわ せいりゅう にほんいち ど かがや ゆた

かんきょう けいせい ちいき いこ ば

ない くだ

かいさい くうかん おお ひと

りよう

しぜん

かせん



十勝川流域は、明治１６年、依田勉三が同志とともに北海道開

拓晩成社を組織し、入植したことで本格的な開拓が始まりました。

しかし、開拓が進む中で十勝川の大洪水が度々起こり、明治３１

年には大きな被害が出ました。そこで、大正７年に十勝川の治水

計画が立てられ、大正１２年から本格的な治水事業が始まりまし

た。度重なる自然の猛威を受けながらも水を治めてきた人々の努

力と十勝川の恵みにより、十勝川流域は日本を代表する畑作、酪

農地帯として発展し、食糧供給基地として成長を遂げたのです。
湿地から耕作地へ変化
しっち こうさくち へんか

依田勉三は、広大な十勝平野に魅力を感じ、晩成社を組織して

北海道にやってきました。開拓は困難を極めましたが、依田勉三

は諦めず、挑戦し続けました。事業は成功には至りませんでした

が、晩成社の苦労に学び、後の世代が十勝を農業地帯として確立

させました。依田勉三の思いは、人々に受け継がれ、今に繋がっ

ているのです。

北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」

依田勉三の言葉が書き記されている

帯広発祥の地記念碑
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依田勉三の像

十勝の発展を支えた開拓と治水

開拓の先駆者 依田勉三

とかち はってん ささ かいたく ちすい

とかちかわりゅういき めいじ ねん よだ べんぞう どうし ほっかいどう かい

たく ばんせいしゃ そしき にゅうしょく ほんかくてき かいたく はじ

かいたく すす なか とかちがわ だいこうずい たびたび お めいじ

ねん おお ひがい で たいしょう ねん とかちがわ ちすい

けいかく た たいしょう ねん ほんかくてき ちすいじぎょう はじ

たびかさ しぜん もうい う みず おさ ひとびと ど

りょく とかちがわ めぐ とかちがわりゅういき にほん だいひょう はたさく らく

のう ちたい はってん しょくりょうきょうきゅうきち せいちょう と

かいたく せんくしゃ よだ べんぞう

よだ べんぞう こうだい とかちへいや みりょく かん ばんせいしゃ そしき

ほっかいどう かいたく こんなん きわ よだ べんぞう

あきら ちょうせん つづ じぎょう せいこう いた

ばんせいしゃ くろう まな のち せだい とかち のうぎょうちたい かくりつ

よだ べんぞう おも ひとびと う つ いま つな

よだ べんぞう ぞう

よだ べんぞう ことば か しる

おびひろはっしょう ち きねんひ

出典：国土交通省ＨＰ



北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」

水と緑が豊かに息づく天塩川

天塩川

天塩川

サロベツ原野
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みず みどり ゆた いき てしおがわ

泥炭が積み重なり、地形が周囲より高くなったため、地下水

の供給を受けることができず、雨水のみで維持されるように

なった湿原のことを、高層湿原と言います。雨水には栄養がそ

れほど含まれいてないため、栄養が少なくても生育可能なミズ

ゴケなどが生えます。

［高層湿原］
こうそうしつげん

でいたん つ かさ ちけい しゅうい たか ちかすい

きょうきゅう う あまみず い じ

しつげん こうそうしつげん い あまみず えいよう

ふく えいよう すく いくせい かのう

は

（てしおがわ）

げんや

てしおがわ
出典：環境省パンフレット「サロベツ原野」

天塩川は、北見山地の天塩岳を源に、士別市で剣淵川、名

寄市で名寄川などの支川と合流し、山間の平野を流下して天

塩平野に入り、問寒別川などの支川を合わせて日本海に注ぐ、

流路延長２５６km（信濃川、利根川、石狩川に次いで全国４

位）、流域面積５５９０㎢であり日本最北の一級河川です。

下流部には、稚内市、豊富町、幌延町にまたがる広大なサロ

ベツ原野が広がり、緑豊かな自然とさまざまな動植物が見ら

れます。また、サロベツ原野の中心にあるサロベツ湿原は、

ラムサール条約にも登録されており、低地にある高層湿原と

しては日本一の広さで知られています。

てしおがわ きたみさんち てしおだけ みなもと しべつし けんぶちがわ

なよろがわ しせん ごうりゅう さんかん へいや りゅうか

しおへいや はい といかんべつがわ しせん あ にほんかい そそ

りゅうろえんちょう しなのがわ とねがわ いしかりがわ つ ぜんこく

い りゅういきめんせき にほんさいほく いっきゅうかせん

かりゅうぶ わっかないし とよとみちょう ほろのべちょう こうだい

げんや ひろ みどりゆた しぜん どうしょくぶつ み

げんや ちゅうしん しつげん

じょうやく とうろく ていち こうそう しつげん

にほんいち ひろ し

な

よろし て
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出典：国土交通省ＨＰ

探検家松浦武四郎による調査

松浦武四郎像

天塩日誌 天塩川と名寄川合流点から上流を見る 天塩日誌より

出典：国土交通省ＨＰ
37

ぼうけんか たけしろう ちょうさまつうら

なぜ「北海道」という名になったの？

武四郎は、アエトモ長老の話から、アイヌの人々は、自らその国を呼ぶとき、

加伊（カイ）と呼ぶことを知り、蝦夷＝加伊であると考えました。そこで、道

名に関する意見書で北加伊道を含む６道を提示したところ、北加伊道が採用さ

れ、加伊の字に北方の海に通じる海をあて、北海道の名が誕生しました。

たけしろう ちょうろう はなし ひとびと みず くに よ

よ し えぞ かい かん どう

めい かん いけんしょ ほっかいどう ふく どう ていじ ほっかいどう さいよう

かい じ ほっぽう うみ つう うみ ほっかいどう な たんじょう

ほっかいどう な

まつうら たけしろう ぞう

てしおがわ なよろがわ ごうりゅうてん じょうりゅう み てしおにっしてしおにっし

北海道の名付け親として知られる松浦武四郎は、アイヌの人々

とともに天塩川流域を探検し天塩日誌と呼ばれる探査記録を残し

ました。天塩日誌には、１7０年前の天塩川流域の様子が記され

ています。武四郎が天塩川の調査を行ったのは１８５７年のこと

で、６月６日に出発した武四郎一行は、河口から川筋をたどるか

たちで幌延、中川と進み、音威子府、美深を過ぎて名寄に至りま

した。往復で２４日間を費やす大調査となりました。この際、音

威子府村の川筋に住んでいたアイヌのアエトモ長老の話を聞いた

ことがきっかけで、北海道という名が誕生しました。

ほっかいどう なづ おや し たけしろうまつうら

てしおがわりゅういき たんけん てしおにっし よ たんさきろく のこ

てしおにっし ねんまえ てしおがわりゅういき ようす しる

たけしろう てしおがわ ちょうさ おこな ねん

がつ たけしろうにち しゅっぱつ いっこう かこう かわすじ

ほろのべ なかがわ すす おといねっぷ びふか す なよろ いた

おうふく にちかん つい だいちょうさ

いねっぷむら かわすじ すん ちょうろう はなし き

ほっかいどう な たんじょう

ひとびと

さい おと

出典：国土交通省ＨＰ



常呂川流域のように、北
海道の気候が⽣む⾃然の⾵
景はほかにもたくさんあり
ます。ぜひ調べてみよう！

広げてみる

他に冬に起きる
ことって？

常呂川下流の様⼦

北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」

常呂川

出典：国⼟交通省ＨＰ 38

常呂川流域は、冬になると気温がマイナス２０度にもなります。
そのため、早朝には、⼤気中の⽔蒸気が、樹⽊などに付着する樹
霜（じゅそう）や川霧が発⽣し、厳冬の地ならではの幻想的な⾵
景を⾒ることができます。

常呂川は、⼤雪⼭系の⼗勝、⽯狩、北⾒の分⽔嶺となる三国⼭
を源に、北⾒盆地を流れ、常呂平野を⼤きな蛇⾏を繰り返しなが
ら通過し、オホーツク海に注ぐ、流路延⻑１２０km、流域⾯積
１９３０㎢の⼀級河川です。常呂川流域は、北⾒市、置⼾町、訓
⼦府町の１市２町からなり、オホーツク地⽅における社会・経
済・⽂化の中核をなしています。農業、⽔産業が盛んで、北⾒市
は、⽇本有数の⽟ねぎの⽣産地として有名です。常呂川の⽔は、
明治時代から農業⽤⽔、⽣活⽤⽔、⼯業⽤⽔等に利⽤されており、
地域の⼈々の暮らしを⽀えています。

オホーツク地⽅の暮らしを⽀える常呂川

厳しい寒さが⽣む幻想的な⾵景

樹霜の様⼦

ちほう く ささ ところがわ

ところがわ たいせつざんけい とかち いしかり きたみ ぶんすいれい みくにやま

みなもと きたみぼんち ところへいや おお だこう く かえ

つうか かい そそ りゅうろえんちょう りゅういきめんせき

いっきゅうかせん ところがわりゅういき きたみし おけとちょう くん

ねっぷちょう し ちょう ちほう しゃかい けい

ざい ぶんか ちゅうかく のうぎょう すいさんぎょう さか きたみし

にほんゆうすう たま せいさんち ゆうめい ところがわ みず

めいじじだい のうぎょうようすい せいかつようすい こうぎょうようすい など りよう

ちいき ひとびと く ささ

きび

さむ う げんそうてき ふうけい

ところがわりゅういき ふゆ きおん ど

そうちょう たいきちゅう すいじょうき じゅもく

かわぎり はっせい げんとう ち げんそうてき

けい み

ところがわりゅういき ほっ

かいどう きこう う しぜん ふう

けい

しら

ひろ

（ところがわ）

じゅそう ようす

ところがわ かりゅう ようす

流域

分⽔嶺
⽔系

本流→

⽀流→

出典：国⼟交通省ＨＰ

ふちゃく

ふう

ほか ふゆ お
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常に⼀定の⽅向に流れる海⽔の流れ。暖かい地域から
流れてくる暖かい海⽔の流れを暖流。寒い地域から流
れてくる冷たい海⽔の流れを寒流といいます。

［海流］

北海道が３つの海に囲まれているのを知っていますか？⻄側を
⽇本海、北側をオホーツク海、南側を太平洋に囲まれています。
そして海にも川と同じような決まった流れがあり、これを海流
と呼びます。⽇本海は対⾺暖流が沿岸沿いに流れます。オホー
ツク海は対⾺暖流が分岐した宗⾕暖流、サハリンから南下して
くる東樺太海流が流れてきます。太平洋には親潮が流れ、北海
道の東側沿岸を進んでいきます。実はこの海の流れがとても重
要なんです。

北海道を囲む３つの海

親潮

対⾺暖流
宗⾕暖流

津軽暖流

東樺太海流

沿岸親潮

オホーツク海

⽇本海

太平洋

⿊潮
津軽海峡

北海道を囲む海
ほっかいどう かこ うみ

ほっかいどう かこ うみ

ほっかいどう うみ かこ し にしがわ

にほんかい きたがわ かい みなみがわ たいへいよう かこ

うみ かわ おな き なが かいりゅう

よ にほんかい つしまだんりゅう えんがん ぞ なが

かい つしまだんりゅう ぶんき そうやだんりゅう なんか

ひがしからふとかいりゅう なが たいへいよう おやしお なが ほっかい

どう ひががわえんがん すす じつ うみ なが じゅう

よう

かいりゅう

つね いってい ほうこう なが かいすい なが あたた ちいき

なが あたた かいすい なが だんりゅう さむ ちいき なが

かいすい なが かんりゅう

ひがしからふとかいりゅう

にほんかい

かい

つしまだんりゅう

つがるだんりゅう
くろしお

たいへいよう

おやしお

そうやだんりゅう

つがるかいきょう

えんがんおやしお

宗⾕海峡
そうやかいきょう

暖流

寒流



北 海 道 の 地 形 「 河 川 ・ 海 」

40

雪雲をつくる⽇本海

北海道の⽇本海側はたくさんの雪が降ります。これは対⾺暖
流が空気を暖め、海上から⽔蒸気を吸収し雲を発⽣させ、それ
が冬の季節⾵で北海道に流れてくるのです。⽇本海⽅⾯に雲が
多く⾒られるときは⼤雪をもたらします。
江⼾時代から昭和時代の初期にかけて、北海道の⽇本海では

⼤量のニシンが⽔揚げされました。⽔揚げされたニシンは北前
船で関⻄に運ばれました。特にニシンを煮てつくる「ニシン
粕」は肥料として⼤量に消費され、ニシン漁は⼀⼤産業を築き
ました。

現在、⽇本海側は⾵⼒発電の基地として多くの発電機が建設
さています。特に⽇本
は洋上発電に⼒をいれて
おり、⽇本海側は多くの
有望区域に選定されています。

⽇本海で発⽣する雪雲が陸地へ⼊り込む

江⼾時代から明治時
代にかけて北海道と
京都、⼤阪を⽇本海
で結んだ輸送船。

［北前船］

⼩樽で⽔揚げされる⼤量のニシン洋上⾵⼒発電（⽯狩湾）

ゆきぐも にほんかい

ほっかいどう にほんかいがわ ゆき ふ つしま だん

りゅう くうき あたた かいじょう すいじょうき きゅうしゅう くも はっせい

ふゆ きせつふう ほっかいどう なが にほんかい ほうめん くも

おお み おおゆき

え ど じだい じだいしょうわ しょき ほっかいどう にほんかい

たいりょう みずあ みずあ きたまえ

ふね かんさい はこ とく に

かす ひりょう たいりょう しょうひ りょう いちだいさんぎょう きず

げんざい にほんかいがわ ふうりょくはつでん き ち おお はつでんき けんせつ

とく にほん

ようじょうはつでん ちから

にほんかいがわ おお

ゆうぼうくいき せんてい

きたまえぶね

えどじだい めいじ じ

だい ほっかいどう

きょうと おおさか にほんかい

むす ゆそうせん

にほんかい はっせい ゆきぐも りくち はい こ

ようじょうふうりょくはつでん いしかりわん おたる みずあ たいりょう

提供：⽯狩市 出典：国⼟交通省HP
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道東の釧路は霧の発生率が日本一の街です。夏は太平洋から

の南風が黒潮上空の暖かく湿った空気を道東沿岸に運び、そこ

で親潮（寒流）上空で冷やされ、海霧が発生します。この霧が

道東に釧路地方に到達するのです。

広大な太平洋を臨む釧路港は物流、貿易、漁港として重要な

港です。全国でも有数の水揚げ量で、スケトウダラやサンマ、

サケなどの水揚げが盛んです。ただ近年は、サンマの漁獲量が

減ってきています。

太平洋上にある北米プレートと太平洋プレートの境界付近が

震源となる地震が多く、

十勝沖地震、釧路沖地震、

東方沖地震などが

発生しています。

太平洋側の霧（釧路港）

釧路沖の海の下では、大きな地面の板

（プレート）がぶつかっていて、力がた

まると部分的に弾けたり、割れたりする

ことで地震が起きてしまいます。

どうして地震が起きるの？

釧路港で水揚げされたサンマ日本周辺のプレート

霧の街と太平洋
きり まち たいへいよう

どうとう くしろ きり はっせいりつ にほんいち まち なつ たいへいよう

みなみかぜ くろしおじょうくう あたた しめ くうき どうとうえんがん はこ

おやしお かんりゅう じょうくう ひや かいむ はっせい きり

どうとう くしろちほう とうたつ

こうだい たいへいよう のぞ くしろこう ぶつりゅう ぼうえき ぎょこう じゅうよう

みなと ぜんこく ゆうすう みずあ りょう

みずあ さか きんねん ぎょかくりょう

へ

たいへいようじょう ほくべい たいへいよう きょうかいふきん

しんげん じしん おお

とかちおきじしん くしろおきじしん

とうほうおきじしん

はっせい

くしろおき うみ した おお じめん いた

ちから

ぶぶんてき はじ わ

じしん お

じしん お

にほんしゅうへん
くしろこう みずあ

たいへいようがわ きり くしろこう

出典：ITOITO-STYLE HP 41提供：釧路市水産港湾空港部 水産課



オホーツク海の流氷

ロシアの港町オホーツク
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42

流氷が流れ込むオホーツク海

オホーツクとはロシア語で、オホーツク海に⾯したロシアの
ハバロフスク地⽅にあるオホーツクという街の名前です。17
世紀頃にロシアの⼈たちがここに街をつくり交易を⾏った頃か
ら、この名が⾔われるようになりました。冬になるとこの海に
やってくるのが流氷です。ロシアの極東の海の⽔が凍り、その
氷の塊が、東樺太海流や北⻄の季節⾵にのって毎年２⽉頃にオ
ホーツク海に運ばれてきます。流氷としては世界で最も南下す
る海域です。流氷には豊富な栄養が含まれていて、オホーツク
海で溶け出すことや、オホーツク海は浅い⼤陸棚が広がってい
ることで、プランクトンがよく育ち、サケ、マス、タラ、ニシ
ン、サンマ、カニ、アマエビ、ホタテガイなど豊富な資源のあ
る漁場としても有名です。

３つの海で起きる特徴的
な気象や現象を⽐較し
て、共通することを⾒つ
けましょう。

⽐較する
⽐べて
みると〜

ひかく

せいきごろ ひと まち ぼうえき おこ ころ

ちほう まち なまえ

ご

な い ふゆ うみ

りゅうひょう きょくとう うみ みず こお

こおり かたまり ひがしからふとかいりゅう ほくせい きせつふう まいとし がつごろ

かい はこ りゅうひょう せかい もっと なんか

かいいき りゅうひょう ほうふ えいよう ふく

かい と だ かい あさ たいりくだな ひろ

そだ

ほうふ しげん

ぎょじょう ゆうめい

かい めん

うみ おこ とくちょうてき

きしょう げんしょう ひかく

きょうつう み

りゅうひょう なが こ かい

かい りゅうひょう
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